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「
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ａ
？
」。
郵
便
局
か

ら
送
っ
た
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
国
際
ス
ピ
ー
ド
郵
便
）
書
類
の
送

り
主
名
記
載
欄
に
郵
便
局
員
が
タ
イ
プ
し
た
文
字
を
み

て
、
思
わ
ず
吹
き
出
し
た
。
筆
者
は
書
類
に
自
身
の
名

前
を
書
き
込
ん
だ
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
字
が
読
み
づ
ら

く
、
担
当
し
た
局
員
が
そ
う
打
ち
込
ん
だ
の
だ
。
そ
の

郵
便
局
で
は
、
顧
客
が
所
定
の
用
紙
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
な

ど
で
書
き
込
ん
だ
宛
先
名
・
送
り
主
名
と
そ
れ
ぞ
れ
の

住
所
・
電
話
番
号
を
担
当
局
員
が
入
力
作
業
す
る
シ
ス

テ
ム
に
な
っ
て
い
た
。
目
の
前
で
客
が
待
っ
て
お
り
、

早
く
処
理
し
な
け
れ
ば
と
い
う
重
圧
の
下
、
ベ
ト
ナ
ム

人
だ
け
で
な
く
各
国
か
ら
集
ま
る
外
国
人
の
手
書
き
文

字
を
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

　

海
外
に
滞
在
し
た
折
り
、
家
族
・
友
人
な
ど
に
手
紙

や
ハ
ガ
キ
を
出
す
た
め
に
、
土
地
の
郵
便
局
に
お
世
話

に
な
っ
た
経
験
を
持
つ
方
も
多
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

距
離
を
隔
て
た
人
と
人
と
を
繋
ぐ
郵
便
局
に
は
、
独
特

の
魅
力
が
あ
る
。
二
〇
一
五
年
三
月
ま
で
一
年
間
暮
ら

し
た
ベ
ト
ナ
ム
南
部
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
中
央
郵
便
局
の

建
物
は
、
一
八
八
六
年
か
ら
一
八
九
一
年
に
か
け
て
建

設
さ
れ
た
欧
風
建
築
様
式
と
ア
ジ
ア
装
飾
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
。
仕
事
場
か
ら
歩
い
て
七
～
八
分
の
所
に
あ

っ
た
た
め
、
筆
者
は
同
郵
便
局
を
利
用
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
訪
れ
る
度
に
、
天
井
が
高
く
、
広
い
建
物
内

で
記
念
撮
影
を
す
る
観
光
客
の
姿
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

コ
ン
サ
パ
リ
（
パ
リ
コ
ミ
ュ
ー
ン
）
通
り
を
挟
ん
で
サ

イ
ゴ
ン
大
教
会
が
鎮
座
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
美

し
い
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ

若
い
男
女
が
カ
メ
ラ
マ
ン
の
前
で
ポ
ー
ズ
を
と
る
姿
も

よ
く
み
か
け
た
。

　

こ
れ
ま
で
郵
便
局
で
は
い
ろ
い
ろ
興
味
深
い
経
験
を

し
た
。
初
め
て
ベ
ト
ナ
ム
に
長
期
滞
在
し
た
北
部
ハ
ノ

イ
市
で
の
一
九
九
九
年
三
月
か
ら
の
日
々
で
は
、
赴
任

当
初
、
同
じ
大
き
さ
・
重
さ
の
郵
便
物
や
ハ
ガ
キ
を
日

本
に
送
る
度
に
、
そ
の
日
、
担
当
者
に
よ
っ
て
価
格
が

変
わ
っ
た
。
若
干
上
乗
せ
気
味
の
価
格
で
も
目
く
じ
ら

を
立
て
る
ほ
ど
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

少
し
考
え
る
と
気
分
さ
っ
ぱ
り
と
も
い
か
ず
、
何
と
か

正
規
の
価
格
で
済
ま
そ
う
と
肩
に
力
が
入
っ
た
。
同
じ

郵
便
局
に
通
い
続
け
て
局
員
全
員
に
顔
を
覚
え
て
も
ら

え
た
頃
ぐ
ら
い
か
ら
状
況
は
変
わ
っ
た
。

　

数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
中
部
の
あ
る
省
に
現
地
調
査
で
出
か
け
た
際

の
こ
と
。
海
外
に
調
査
に
出
る
場
合
、
宿
泊
先
を
日
本

の
職
場
と
現
地
事
務
所
に
連
絡
す
る
必
要
が
あ
る
。
し

か
し
、
筆
者
の
経
験
で
は
当
該
地
方
の
省
、
県
、
社

（
末
端
行
政
級
）
の
人
民
委
員
会
（
地
方
の
役
所
）
を

上
か
ら
順
に
挨
拶
し
て
回
り
、
認
め
ら
れ
た
調
査
地
が

初
め
て
判
明
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、

こ
の
時
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
早
朝
か
ら
出
発
し
て
調
査

地
に
辿
り
着
い
た
の
は
夕
方
近
く
。
人
民
委
員
会
職
員

の
紹
介
を
受
け
て
宿
泊
先
が
決
ま
り
、
日
本
側
と
現
地

事
務
所
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
知
ら
せ
る
た
め
、
郵
便
局
に
向
か

う
。
手
書
き
の
送
信
用
紙
を
渡
す
と
局
員
の
女
性
は
気

持
ち
よ
く
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
何
度
試
み

て
も
送
信
で
き
な
い
。
他
の
場
所
を
考
え
な
け
れ
ば
と

帰
り
か
け
る
と
、
送
信
を
試
み
た
の
だ
か
ら
「
送
信
試

み
料
金
を
支
払
っ
て
ほ
し
い
」
と
一
言
。
筆
者
に
と
っ

て
初
め
て
聞
く
請
求
項
目
で
あ
っ
た
。

　

少
し
昔
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム

の
郵
便
局
に
は
日
本
の
郵
便
局
に
は
な
い
素
晴
ら
し
い

サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。
書
籍
な
ど
、
送
付
物
を
何
も
包
ま

ず
に
持
ち
込
ん
で
も
、
中
古
の
段
ボ
ー
ル
箱
な
ど
に
梱

包
し
て
送
付
し
て
く
れ
る
の
だ
。
お
願
い
す
る
と
、
担

当
職
員
が
、
手
慣
れ
た
手
付
き
で
適
当
な
中
古
段
ボ
ー

ル
箱
を
選
び
出
し
、
角
に
ハ
サ
ミ
を
入
れ
る
な
ど
し
て

サ
イ
ズ
を
調
整
し
、
中
で
送
付
物
が
動
か
な
い
よ
う
に

詰
め
込
む
。
そ
し
て
、
艶
の
あ
る
肌
色
の
幅
広
テ
ー
プ

の
真
ん
中
を
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
先
で
突
っ
つ
い
て
適
度
な

長
さ
に
し
、
要
所
を
抑
え
る
。
郵
便
局
員
た
ち
の
作
業

振
り
は
何
度
み
て
も
、
手
際
が
よ
く
、
よ
ど
み
が
な
い
。

　

現
在
ベ
ト
ナ
ム
の
郵
便
サ
ー
ビ
ス
は
、
情
報
・
通
信

省
傘
下
の
ベ
ト
ナ
ム
郵
便
総
公
司
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て

い
る
。

同
総
公
司
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
二
〇
一
五
年
四
月
二
一

日
ア
ク
セ
ス
）
に
よ
れ
ば
、
同
総
公
司
は
国
家
一
〇
〇

％
投
資
の
一
人
有
限
責
任
会
社
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。

定
款
資
本
額
は
八
兆
一
二
二
〇
億
ド
ン
（
一
ド
ル
＝
約

二
万
一
〇
〇
〇
ド
ン
）、
職
員
・
従
業
員
数
は
四
万
二

七
七
七
人
。
郵
便
局
数
は
、
ベ
ト
ナ
ム
全
国
で
一
万
六

四
三
六
軒
（
平
均
で
半
径
約
二
・
五
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
一
つ
、
約
五
五
四
八
人
に
一
つ
の
割
合
）
に
上
る
。

貯
金
・
送
金
サ
ー
ビ
ス
、
バ
イ
ク
保
険
の
代
理
販
売
な

ど
、
業
務
は
多
岐
に
渡
る
。
ち
な
み
に
日
本
の
郵
便
局

数
は
二
〇
一
四
年
三
月
三
一
日
現
在
、
二
万
四
一
八
二

軒
で
、
約
五
二
四
八
人
に
一
つ
の
割
合
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
場
合
、
全
体
の
ほ
ぼ
半
分
の
八

〇
八
八
軒
は
人
口
の
七
割
程
が
暮
ら
す
農
村
部
の
「
文

化
郵
便
局
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
型
の
郵
便
局
で
は
、

新
聞
・
雑
誌
な
ど
を
無
料
で
読
め
る
ス
ペ
ー
ス
が
設
け

ら
れ
て
お
り
、
住
民
が
各
種
情
報
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
一
二
月
末
現
在

の
農
村
部
の
基
礎
行
政
単
位
数
は
九
〇
〇
一
で
あ
る
か

ら
、
農
村
部
に
あ
る
郵
便
局
の
約
九
割
を
こ
の
タ
イ
プ

が
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
親
類
・
友
人
・
知
人
な

ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
郵
便
局
的

な
役
割
を
担
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
ベ
ト

ナ
ム
全
土
に
フ
ォ
ー
マ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
郵

便
局
は
、
多
く
の
ベ
ト
ナ
ム
国
民
の
生
活
に
お
い
て
、

引
き
続
き
大
切
な
役
割
・
機
能
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
。

（
て
ら
も
と　

み
の
る
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

前
在

ベ
ト
ナ
ム
海
外
研
究
員
）


